






　An advanced automatic identification technology based on the Radio Frequency Identification 
（RFID） technology has significant value for inventory systems. RFID tag is a microchip 
combined with an antenna in a compact package and is called also IC tag. Other benefits of 
using RFID include the reduction of labor costs, the simplification of business processes, and the 
reduction of inventory inaccuracies. This paper aims to analyse the effects of RFID technology 
on the logistics innovation.
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Ⅰ　はじめに
　現在、社会のあらゆる分野においてデジタル情報が浸透しており、物流分野も例外で
はない。EDI（Electronic Data Interchange）はその典型例であり、それ以外でも POS






　2 　例えば、Wang, L. and G. Wang（2009）， “RFID-driven Global Supply Chain and Management,” 












個々の製品にまで付けられた RFID5（Radio Frequency Identification：無線周波固体識別）
である。欧米では「RFID タグ」、日本では「IC タグ」、「電子タグ」、「無線タグ」などと
















　5 　米国マサチューセッツ工科大学（MIT）オート ID センターは、バーコードよりも格段に桁

























































































発と普及を世界的に推進してきた国際 EAN16（European Article Number）が EAN コー
ドを開発した。続いて1978年に JAN コード（Japanese Article Number）が制定された。
現在、世界の流通業界で利用されている標準バーコードは主に JAN コード、ITF コード

























































IC チップとアンテナが埋められた RFID タグをモノやヒトに貼り付けて、離れたところ
からリーダ / ライタで電波を送ったり、受け取ったりして、RFID タグの IC チップに書
き込まれた情報を読み取ったり、書き込んだりする技術である21。RFID タグはバーコー
ドを代替し、出荷時、中継地点、目的地での荷物の追加が可能となる技術である。業者が

















21 　三宅信一郎（2008）、『実践 RFID 活用戦略』工業調査会、13頁。
22 　松井利行（2008）『無線 IC タグを解剖する』新電機、4頁。
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25 　NTT データ・ユビキタス研究会（2003）、『IC タグって何だ？』大日本印刷株式会社、82頁。










SCM については RFID タグを使って、検収や棚卸しなどの在庫管理作業を自動化し、工
場や物流センター、店舗などに分散管理された商品の在庫量を正確に把握する。これによっ















者も RFID タグの活用に並々ならぬ興味を示している。これらの企業が RFID システムを
導入する理由は在庫削減、欠品補充、人件費削減を達成するためであるが、中でも商品が
27 　前掲『実践　RFID 活用戦略』21頁。
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概ね4つに分けられている。① RFID の購入コストを下げること、② RFID に関する技術
の標準化を図ること、③リーダと RFID の交信可能距離を伸ばすこと、④情報侵害に対応
できること、などである39。











法」が RFID などに関連する技術基盤の研究などを進めている日本のユビキタス ID セン
ターによって、また「取扱う情報の内容」が日本アパレル産業協会、出版インフラセンター、
流通システム開発センターなどの業界団体によって推進されている42。
38 　日経 RFID テクノロジ・日経システム構築共編（2005）『無線 IC タグ活用のすべて』日経
BP、14頁。
39 　前掲『IC タグが業務とシステムを変える』48頁。
40 　経済産業省が進める「1個5円の無線 IC タグ」の開発を目指すプロジェクトのこと。
41 　前掲『無線 IC タグを解剖する』28頁。
42 　「通信とデータ送受信の方法」とは、RFID とリーダ / ライタの間における通信で利用する周
波数やプロトコルなどハードウェアレベルのものを指し、「システムの運用方法」とは、サーバー





























ステムにおける RFID タグの利用状況にかんする AMR Reseach の調査結果45によれば、




























稼働段階 導入段階 評価段階 無関心
倉庫業務 11 28 39 22
輸送管理 8 17 42 33
入荷業務 11 14 39 36
出荷業務 11 17 56 17
顧客需要予測 11 14 50 25
ＶＭＩ 6 19 44 31
サプライチェーンの簡素化 3 17 39 42
顧客店舗の調達活動への参画 14 17 39 31
安定したサプライチェーンの構築 6 19 39 36
ヤードの管理 6 28 22 44
回収可能コンテナ追跡 8 25 28 39
撒荷コンテナ追跡 6 28 31 36
（平均値） (8.4) (20.3) (39.0) (32.7)
表1　米国消費財製造業における RFID タグの導入状況
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